
　在宅医療が注目されてから，訪問診療を中心に行う診療所が各地に増えている．また，
在宅療養支援診療所，在宅療養支援病院など，在宅医療の担い手となる医療機関を評価す
る制度も定着している．この方向性は，重度者の療養や終末期にかかる莫大な医療費用を
抑えるために国が立てた政策であったが，それは当事者にとって非常に意義あることで，
結果的には在宅療養や在宅死が改めて評価される結果となった．反面，在宅医療を維持す
ることの難しさも囁かれている．在宅医療の機能を維持するためには 24 時間体制での対
応が不可欠であり，そこに関わる医師の負担があまりにも大きい．そのために，複数の診
療所での協力体制，大規模病院との連携などが重要となる．現在の在宅医療における最も
大きな課題はそこにある．
　理学療法は，そのような一線からは若干離れた位置にあり，在宅医療で最も重要な「緊
急時」をともすれば見失いがちになる．結果，在宅医療の流れについて行く形になる．医
療機関にはケアが不足し，介護事業所には医療が不足しているが，それを埋められるもの
はリハビリテーションだと言った人がいる．ある意味その通りであるが，医療と介護の実
際の境目では，理学療法はぼやけてしまっているのではないか．数年前，在宅診療に取り
組む経験豊富な医師に，「在宅療養されている患者様を診るとき，どのように大別して取
り組みますか」と質問したことがある．このような奇問に，その医師はすぐに答えてくれ
た．「療養か緩和かを判断して取り組みます」．理学療法は医師のこのような判断の下で実
施するものである．理学療法士はもっと医師に近づき，在宅での療養や終末期を支える一
人として，もっと役に立つ取り組みを探さなければならないと考えた次第である．
　在宅療養生活の中で，あらゆる意味で効果を現しているのが通所サービス（デイケア，
デイサービス）である．通所サービス事業所は今や 27,000 か所を超え，そこで働く理学療
法士もかなりの数にのぼる．理学療法士は，技術を磨くとともに利用者の在宅療養生活そ
のものを把握し，事業所全体を変えていくための取り組みが重要となる．この特集では，
様々な側面から通所サービスで活躍する理学療法士に連携とその工夫を述べてもらった．
武原光志先生は介護老人保健施設や介護老人福祉施設の施設長であり，松井一人先生も訪
問や通所などの介護サービス事業所を複数経営する管理者である．これからも，全体を見
渡してより良い理学療法をバランスよく提供し，維持期の中核となる通所サービスの中で
活躍する理学療法士，そして経営する理学療法士が増えて行くことを願っている．
 （金谷さとみ）
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